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織物の構造と光線透過性の関係に就て
寺崎正雄・高坂幹雅・吉田昭雄
Effect of the Construction of Fabrics Upon Their Ray-Permeability 
Masao TERASAK.I ， Mikio KOSAKA . Akio YOSHIDA 
When light is projected upon the surface of fabircs， one part of its ray is reflected 
and another part isabsorbed in fabrics and the remainder permeates through fabrics. It 
is obvious that the permeable intensity of ray is increased as the density of fabrics 
decreases and the straight porosity of fabrics increases， ifand when the intensity of 
light source is constant and the kind and colour of material of fabrics remains the same. 
In this paper， we shall report on the effect of the weave and density of white viscose 
rayon fabrics upon their ray-permeabi1ty. 
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織物に光線が投射されればそり 1部
は反射され 1部は吸収され残部は透過
する口而して織物の単位商積を単位時間
に透過する光C量は光源む強さが一定で
且つ織物を構成する原料の種類及び色が
等Lい場合には経糸，緯来D密度が小な
る程又直角気孔面積が大なる程大となる
事は明らかで、あるが，本研究に於ては織
物θ組織的構造及び密度が投射光親の透
過度に如何に影響するかを究明せんとし
て，投射・光を白色光の平行光束とし，之
を次に示す如き白色白人絹織物の表面に
直角に投射して，とり聞の関係を実験的
に調査した。
試 料
上述。目的。ためには毛羽のない且
つ太さり一様た来よりなる織物を試料と
するりが適当と考え，経緯共に12Od，ず
イスコース人絹来を以て製織した第1表
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に示す如き白色白織物を使用した。尚之等θ試料は当学，工学部結織学科実験工場に於て特に本研
究のために製織し，福井精練株式会社に於τ精錬したもりである。
実 験 装 置 AW¥p 
第 1図Aは本研究に使用した測定装置。原
理図，第1図Bは増rt回路である。
第1図AIこ於てタングステン竜球L(lOV.
5A.)を一定電圧で点灯して長き，とれから出
る光を 2枚。平面鏡 MloM2により反射させ，
2組むレンズ 11> 18， 
12 • 14， により 2条む
平行光線としスりツト
Th T2 を怪て光電管
Plo P2 (PL 5O-V)に
投射させるo Pb P2に
より生じた 2つり光電
流を夫々別々に増幅し
て出力マイクロ電流計
に差動的に加えるとと
第 1図Bの増幅回路に
Fig. 1 A 
u:附31¥ UY'~76 
CX6"， 
CY'3T 
O^<I汀
示す如くであるロ Fig. 1 B 増幅器回路図
織物の光線透過度を織物に投射し，透過した光を光電管に受けた場合に生守、る光電流と織物を
取り去った時の光電流との比を以て標示すれば，本実験装置では次の如くなるo即ち Pt. P2 D特
牲を同ーとし，スリツト TloT2が相等しい聞きで同ーの光束を PloP2 に投射させた時マイクロ
寵流計の指示は零となる如く読撃しτ者く。次に T2D前に試験布を者き透過光を P2に受けた日寺
の電流計の読みを 10T2 を全閉した時の電流計の読みを 12 とすれば
???
?????
光線透過度 =(12一冗)x 1断
上述D光線透過度 (I2-I1/X100%)とスリット T2の前 ，¥0 ¥/
2 
r- .J.VV/O) 
に置かれた試料を透過して光電管 P2 に投射される光む量とり関
係を調べんとし--C tí:の如き実験を行ったD 即ち第 1 図 A~こ於ける 之官
スリット Tb T2を夫々直径30mmrD同形とし.T2 に絞りを取
り付け.T2 の面積を変化せしめて P2 に入射する光む量を変化
した時0; T2 D面積と光線透過度。関係は第2表，第2図の如く
なった。但し光源は 3V.2.7A Dもとで点灯した。
となる白
予 備
? 60 験
5IJ 100 1$0 
Fig.2 
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第 2 表
T2の直径 (mm) T2の面積くmm2) …) I 山〉 b -1 X 100% 12 
D 0.00 226 26 O 
2 3.14 217 224 
4 12.57 198 224 12 
6 28.29 16 224 26 
8 50.29 124 26 46 
10 78.57 83 226 63 
12 13. 14 51 24 87 
14 154.00 21 24 95 
備考 1. ..…・スリツトむの各面積に女すずる電流計の読み
b.…..スリツト T2を全I羽した時の電流計の読み
透視写真主とり，各組織り 1循環の面積及び1措
環の組織内の直角気孔の面積を測定し，そり百分
/直角気孔面積/ ¥ 比即ち ~EnAVJLd..tj""I'L.J-:' "r，f:r:~fl'I~q:-&;) X 1009百を¥ /1循環の面積/
以て示した。上記測定結果に示す如く金網θ光線
透過度はその直角気孔によって支配され，直角気
孔率に比例して増加し，傾斜気孔の影響を受けな
い事が分る q
上記実験に示す如くスりツト T2の直径が 12mm以下に於τは
T2む面積と光線透過度とは直続的関係にある事が判ったので，
次にスリヅト T1及び、T2fD直径を夫々 11mmとして上記実験を
繰返した結果第3図に示す如く比例関係を示したりで本実験に於
てはスりツトを夫々 11mm直径D同形とした口
次にスリット't'2fD前に各種密度の平織金網を告き光線透過
度を測定したる
? ? ?
????? に金網の直角気
孔面積と光線透
過度との関係は
第 4図θ如くな
ったD 同図に於
ける[[角気孔率
は各金網θ拡大
/ 
30 
25 
2S 35 .4"0.96 
直角気孔率
.30 
Fig. 4 
主実験及び考察
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上記測定方法によって組織及び癌:度を異にする第1表に示した白色人絹織物について光繰透過
度を測定した結果は第3表に示す如くである o ~pち織物D光線透過度は織物の密度及び経緯糸の交
錯状態によって軒響され，同一組織り織物に於ては光線透過度は密度が増すに従って減少し，本実
験に使用した試料。密度の範囲内即ち此種織物として普通に使用される密度の範囲内に於てはその
聞の関係は第5図に示す如く反比例的関係にある。
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第 3 表
試料番号 I N aω I b (幼 I cく幼
P No. 1 
P No. 2 
P No. 3 
P No. 4 
P No. 5 
72 44.80 
I S(ガ) P(的
51.48 
53.76 
64.29 
68.29 
69.30 
TNo.l 
T No. 2 
T No. 3 
TNo.4 
S No. 1 
S No. 2 
S No. 3 
S No. 4 
S No. 5 
MNo.1 
MNo.2 
MNo.3 
1 No. 1 
1 No. 2 
1 No. 3 
3. 72 
79 
85 
3.60 42.64 
32.32 
73.88 
74. 76 
75.89 
83.08 
73~ 94 
86.07 
95.40 
97.68 
98.04 
55.27 
62.53 
62.69 
13.76 
12.86 
12.12 
10.6 
11.57 
9.12 
7.28 
6.84 
6. 77 
18.36 
16.73 
16.64 
24.27 
22.57 
20.19 
12.11 
11.4 
10.09 
9.02 
9.86 
9.03 
8.43 
7.66 
7.1 
14.73 
13.84 
12.92 
19.45 
17.49 
15.3 
3.39 
????? ?
3.08 28.63 
45.08 
46.95 
53.46 
2.57 28.13 
?
?
???
? ??
?
3.63 
2.65 
1.94 
1.60 
22.49 
22.59 
22.17 
15.32 
25.29 
13.58 
4.51 
2.27 
1. 92 
39.35 
32.51 
32.4 r 
44.13 
44.05 
39.17 
?
??
???
????
10.79 
9.00 
7.37 
備考
N = ~/経糸密度~ }(梓糸密度/
'v /吋/吋
a 制j織 1循理内の直角気孔面積一~ x 100% 来日純1循環の面積
b 来日織1循環内の経緯糸のみの部分の面積 χ100% 
組織1循環の面積
組織1循環内の交錯部分の面積一一一一一一~ x 100% 組織 1循環の面積
S = (a x 1 + b x 0.24 + c x Q.064) % 
p=光線透過度
叉織物。組織と光線透過度との関係を考えると模紗織の如
く経緯糸の交錯状態により直角気孔部が極めて大となるものは
光紘透過度は最も大で，主主斜子D如く経緯糸が夫々2本宛引摘
の状態となって交錯するもCは之に次ぎ，平織， ..2.."2"斜紋白 )1匿
となり， 1循環の組織内心交錯点が最も少い8枚朱子は最小で
あるo 之は交錯点θ少い組織の織物に於ては経緯点が比較的自
由な状態となり糸を形成している単繊維が重なり合う事なく光
線の透過し易い直角気孔部分が小となる事に原因するもDと考
えられ，織物(2)1循環の組織中に於ける直角気孔部D面積割合
が光線透過度に相当影響するもDと考察される白
制ー#手織
~換蝿
¥f 柵料崎械
民¥
14 
，之
10 
8 
6 
月 8# 10 /00密度
N， 5 
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次に織物組織の 1循環中に於ける直角気孔部 (a)，経緯糸θみの部分即ち経緯糸の交錯しない
部分 (b)及び経緯糸の交錯している部介 (c)の面積割合と光椋透過度の関係を求めるために吹。
如き測定を行った。即ち前記試料について万能投膨機を使用し同 F一条件の下で書士大透視写真をと
り，そり写真図について各部C面積を測定し，組織の 1循環む面.積に対する各部の割合を求めた結
果は夫々第3表 a，b， Cに示す如くであるo 次に前記写真の乾板について a，b及び cの部分の
黒化度を島津製作所製測徴漉度計によって測定し，各部分。光紘透過度の割合を読ベたるに直角気
子L部 (a)の光線透過度を 100%とすれば不交錯部(b)は 24%，交錯部 (C)は6.4%となった。
次に第3表 a，b及び cの値に夫々此の光糠透過割合を乗じ，その総和即ち l循環の組織に於げる
直角気孔換算割合を求めた結果は第3表S欄に示す如くで，実験に使用した密度C範囲内に於℃は
1循環θ組織に於ける直角気孔換算面積の割合は夫々各織物θ光線透過度にほピ比例し，予備実験
に於ける金網の場合と同じ結果が織物の場合にも成り立つ事が分るD 即ち本実験に使用した装置で
は織物透過後光電管に入る光には織物主構成しτいる来と来との細障により廻折された光は殆ど影
響しない事が分る D
又織物む構造と光椋透過度の関係を見ると表面構造。平坦なもの即ち経緯糸θ交錯数θ少いも
の程光線透過度は小となる様に考えられる口今之を第3表に於ける緯糸密度 60本/即ち N= /吋
J104.x 60 = 79 の平織~立綾， 8枚朱子について見ると光椋透過度は平織13.41%，22綾12.11
%， 8枚朱子 9.86%で交錯点。減少に伴い光線透過度は減少している D 一般に織物に於ける経緯
来D交錯点は経糸2本，緯糸2本の来によって形作られ，その種類は第6図に示す如く4本交錯点，
3本交錯点 2本交錯点及び不交錯点の 4種。場合があるo実験に
使用した試料の各組織は{可れも経緯各8本或はその約数で循環する
から各組織の経緯各8本による組織内D交錯点。種類及び、数を示せ
ば第4表白如くなり，今被服;及被服材料〈小川|安朗著〉に述べた如
く4本， 3本 2本の各交錯点及び不交錯を構成する来C交錯堅確
度の係数を夫々 4，3， 2， 1とし之に各点の数を乗じて各組織毎に
糖、和を求むれば表中θ交錯畏確度の値となり，平織り交錯竪確度を
100として各組織の比率を求むれば最後の欄θ値となる口
第 4 表
組織名(みまJLぷ|主昨噛点| 言十 |交確錯堅度 I 同IHJ七ι んレ
平 織 49 。 49 196 100 
i τ 躍 。49 I 0 O 49 147 75 
8枚朱子 。
25D |20 4 
24 49 9 50.5 
IE斜子 9 16 49 10 51.02 
模く8紗本織5" 1 9 16 I 4 20 49 57.14 
同一密度で組織の異る試料聞に於ける交錯堅確度比率と光線透
過度との関係は模紗織，斜子織の如き特殊組織を除き平織，綾織及
路函 13.
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交錯堅確度
び、栄子織の如く 1循環C組織中に於けろ経緯糸が1本づっ夫々異る Fig. 7 
運動をなす織物に於ては第7図に示す如く交錯墨確度比率にほぼ、比例!して光線透過度は増大するよ
うに考えられ~o
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(1) 第1図Aに示す如き実験装置を用い織物C光線透過度 (P)を次式で標示した。
19-1 p=~工~ x 1∞% 
乙〉に 11・・・第1図A'二於けるスリットT2の前に試料を置いたときの電流計D読み
12…スりツト T2を全閉したときり電流計む読み
(2) 本実験に使用した装置に於て光電管暗箱のスりツトの直径は O"""UmmV範囲内に於て
は光娘透過度は光電管に投射される光C量に比例する。
(3) 本実験に使用した密度。範囲内に於ては原来及び組識を同じくする織物の光線透過度は
経緯糸密度の増加に反比例して減少する。
(4) 織物白光線透過度は主として直角気孔 (a)によって影響されるが，其D他経緯糸Dみ
り部分 (b)及び、経緯来C交叉している部分 (c)を通しでも幾分光は透過する。而して経緯120d
D白色ずイコース人絹織物に於てはb及び、 CQ)部分。透過度は夫々 a<D部分り光娘透過度。24%及
び6.4%であるo
(5) 織物の光鵠透過はほピその直角気孔換算面積率に比例し，傾斜気子LV影響は殆ど受けた
"、。
(6) 模紗識D虫Ilく或数D経緯糸が夫々 1組づっに分れて接近するような交錯をなす組織は直
角気孔が特に大となり，光続透過度も著しく大となるが 1循環。組織内に於て経緯糸が1本づっ
夫々異る運動を註す組織に於ては光娘透過度はほぼ交錯堅確度比率に比例する。
